
 

－狭山市消防団第7分団－

　2月27日㈰、博物館で
体験学習「お姫さまに
なろう」が行われまし
た。桃の節句にちなん
で「打ち掛け」を着せて
もらった女の子は、ど
の子も素敵な笑顔に満
ちあふれていました。

　第7分団は、広瀬を拠点とする第1部と笹井を拠点と
する第2部で構成され、水富地区全域を管轄しています。
　分団長を中心に団員32名が、火災発生時の消火や避
難誘導はもとより、夜間警戒、入間川の水防、防災訓練
時の防火指導などの活動を行っています。また、地域で
開催される各種イベントにおいても、事故なく楽しめ
るよう全力で警戒に当たっています。
　団員は、職業も年齢もさまざまですが、皆「自らの地
域は自ら守りたい」という同じ気持ちを胸に、きずなを
強くしています。家族や地域の皆さんが安心して暮ら
せるために、一緒に活動しませんか。
問合せ消防総務課へ☎2953‐7112

　2月5日㈯、今年で5回目となる狭山市小中学生
英語フェスティバルが、約220名の児童、保護者、
教職員などを迎えて、入間川小学校で開催されま
した。参加した子ども達は、英語活動で学んだ成果
を英語を使ったすばらしい演技で表現し、どの発
表にも会場の皆さんが感動・感心していました。

　また、ALTとの
交流の部では、子
ども達がALTと英
語で積極的にコミ
ュニケーションを
とる姿が見られ、
とても楽しい一日
になりました。

英語フェスティバルを開催

平成22年度 狭山市小中学生
 スポーツ・文化教育長表彰式

　2月8日㈫、教育センターで狭山市小中学生スポ
ーツ・文化教育長表彰式が行われました。
　この表彰は、市立小・中学校の児童・生徒で、スポ
ーツ・文化の分野で優秀な成績を収めた個人・団体
に対して、その栄誉を顕彰するために設けられた
ものです。
　今年度は、スポーツ表彰で個人16名・1団体（剣
道・走り幅跳び・空手・陸上競技・スキー・バスケッ
トボール・柔道）が、文化表彰で個人8名・1団体（美
術・打楽器五重奏）の皆さんが受賞しました。
　今後のさらなる飛躍が期待されます。

地
域
に
住
み
、郷
土
を
愛
す
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

　2月26日㈯～3月3日
㈭、ぎゃらりー入曽に
お雛様と地元サーク
ル「ちりめん細工の会」
が作ったつるし飾り
が飾られ、地域を挙げ
て子どもの健やかな
成長を願いました。

ささ元気な元気な ややままっっ子子
さやまの教育
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 かわいいお姫さまに大変身

 日本の古き良き伝統に触れる

わがまちの消防団
・消防協力団体
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あなたが写っていませんか？広報さやまに掲載
した写真は、広報課で撮影したものでしたら無
料で差し上げます。広報課までご連絡ください。

狭山ハイキングクラブ

  Vol.355

　

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、昭
和
36

年
の
成
人
式
交
流
会
の
ハ
イ
キ
ン

グ
部
と
し
て
発
足
し
、今
年
の
１
月

15
日
に
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
時
は
、高
速
道
路
も
な
い
時

代
だ
っ
た
の
で
、奥
武
蔵
や
名
栗
、

北
武
蔵
な
ど
の
山
々
を
中
心
と
し

て
、安
心
・
安
全
登
山
を
念
頭
に
活

動
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
ブ
ー
ム
で
退
会
者

が
出
ま
し
た
が
、残
っ
た
４
名
で

細
々
と
山
歩
き
を
続
け
、５
年
前

に「
広
報
さ
や
ま
」で
会
員
を
募
っ

た
と
こ
ろ
、40
歳
か
ら
70
歳
の
男

女
会
員
46
名
で
活
動
で
き
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、健
康
管
理
と
親
睦
を

目
的
に
、月
１
回
の
日
帰
り
例
会

山
行
や
夏
季
の
日
本
ア
ル
プ
ス
縦

走
山
行
、ま
た
、季
節
の
花
々
が

咲
く
山
々
を
歩
い
た
り
、富
士
山

の
眺
望
を
楽
し
ん
だ
り
と
、バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
山
行
を
実
施

し
、さ
ら
に
、花
見
会
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
で
、会
員
相
互
の
ふ

れ
あ
い
も
深
め
て
い
ま
す
。

　

大
汗
を
か
い
て
山
頂
に
登
り
着

い
た
と
き
の
達
成
感
と
眺
望
の
素

晴
ら
し
さ
は
、そ
れ
ま
で
の
疲
れ

や
苦
し
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ

ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
斉
藤
武
則
さ
ん
へ

☎
２
９
５
２
‐
３
２
４
４

山登りは、健康増進と長生きの栄養素です

　2月7日㈪、新狭山公民
館で、新狭山地区と交流
のある秩父市吉田地区か
ら講師を招き、龍勢まんじ
ゅう作りが行われました。
参加した24名の皆さん
は、手作りの温かいまんじ
ゅうに舌鼓を打ちました。

　2月4日㈮、さいたま市で埼玉県青年農業者研究
大会が開催され、高校やスーパーなどと連携して狭
山市特産の里芋の活用に取り組んだ狭山市4Hクラ
ブの発表が、最優秀賞（県知事賞）を受賞しました。

　2月19・20日（土・日）
に智光山公園で野鳥観
察会が行われ、参加し
た8名の皆さんは、カワ
セミなどの野鳥が自然
の中で息づくようすを
観察しながら、智光山
の自然を満喫しました。

中には甘さひかえめの
粒あんがたっぷり

　2月26日㈯、中央公民館で「国際交流の集い」が
行われました。当日は、狭山市に住む外国人と市民
が参加し、すごろくやビンゴゲーム、各国自慢の料
理、ダンスなどで交流を図りました。

当
日
は
、同
ク
ラ
ブ
の
宮
岡
豊
氏

も
意
見
発
表
の
部
で
、優
秀
賞（
農

林
公
社
理
事
長
賞
）を
受
賞

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
伝
統
音
楽
に
合

わ
せ
て
、全
員
で
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

ダ
ン
ス
を
踊
り
ま
し
た
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human Town Photo studio

 未来に向けた狭山市の農業

 秩父の名産「龍勢まんじゅう作り」に挑戦

 智光山公園で野鳥を観察

 国籍を超えて相互理解を深める
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